
～農作業事故の対面調査から得られた事故防止対策～

装備・環境編

今日もニコニコ

無事カエル！
ストップ！農作業事故！！

１人作業中の事故で、携帯電話を持っていたために救命につながっ
た事例が多数ありました。

例え自宅近くでの作業でも（敷地内の納屋でも）、万が一の事故に
備えて、家を出るときは携帯電話を必ず持ち歩くようにしましょう。

携帯電話を持ち歩こう！

危険な場所にはポール等の目印を！

コンバインが路肩を踏み外して転落し、運転者が死亡する事例があ
りましたが、路肩の草で農道と路肩の境が分かりにくかったことが原
因の１つでした。

路肩が明確になるように農道脇の草刈りを行うのは勿論のこと、
ポールを立てるなど、危険箇所の「見える化」を進めましょう。

転倒等により頭部に外傷を負う事例がありましたが、ヘルメットを着用
していれば大ケガにならなかったと考えられる事例がありました。

工事現場ではヘルメットの着用は当たり前になっていますが、農作業に
おいてもヘルメットをかぶりましょう。

ヘルメットをかぶろう！

ここには、事例に応じた対策を記載していますが、実際に
は、使用する機械や道具の状態、ほ場や農道の状況によっ
て、現場に応じた様々な対応策が考えられます。地域にお
ける農作業事故根絶に向けて、どのような取組がもっとも
効果的か、地域の皆様で継続して検討していきましょう。
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この他にも農作業安全情報をＨＰに掲載！
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